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世界のスカウト2万6000人が順次、広島を訪問 
～広島の平和記念式典には151の国と地域の代表スカウトが参列～ 

山口県のきらら浜（山口県山口市阿知須）で開催中の第23回世界スカウトジャンボリー
（23WSJ）では、中高校生年代のスカウトが参加する場外プログラムの１つとして「広島
ピース・プログラム」を実施している。6日間にわたって2万6000人以上が、原爆の投下
地である広島を訪れ、戦争の悲惨さを学び、恒久平和を誓う。 

すでに7月30日に4006人、31日4330人、8月１日4288人、3日4551人、4日4212人が
参加、累計で2万1387人が広島を訪れた。5日にも4880人が訪ねる予定で、合計では2万
6000人を超える見通し。広島では平和記念公園、資料館を訪れ、朗読会に参加するなど
して原爆の恐ろしさを知る。戦後70年の節目の年に、44年ぶりに日本で開かれることに
なった「世界スカウトジャンボリー」にふさわしいプログラムとして、参加者に強く支持
されている。 

この場外プログラムとは別に、6日に平和記念公園で開催される「広島市原爆死没者慰霊
式並びに平和祈念式」（平和記念式典）に、ジャンボリーに参加している151カ国の代表
スカウトが参列する。また、８月５、６日の両日、長崎市で開催される「世界こども平和
会議」にもジャンボリー会場から141カ国の代表が参加する。 

ボーイスカウト日本連盟（奥島孝康理事長）では、ジャンボリー開催前に全国47都道府県
を回る「おりづるキャラバン」を実施。その際、多くの人たちが折ったツルを千羽鶴にし
て広島と長崎に持参する。折り鶴はジャンボリー会場などでも作成を呼びかけた。  

23WSJには8月4日朝現在、152の国と地域が参加。入場済み参加者は3万3633人となっ
ている。 

問い合わせ：23WS　MC部　報道担当（日本メディア） 
　　　０８０-３４１３-７８１１（報道専用）　担当　武末（たけすえ）、山崎 
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